
南丹波地方における古代集落について

岡崎 研一

はじめに

南丹波地方での発掘調査の結果、官衛関連遺跡や集落遺跡の発見例が増えてきている。

ここでは、奈良～鎌倉時代の掘立柱建物跡を取り上げ、その規模・構成などから古代集落

遺跡の性格についてまとめてみた。

1.南丹波地方における発掘調査成果 (奈良～平安時代 )

千代川遺跡は、丹波国府推定地の一つである。推定地西辺から9世紀前半～後半の掘立

柱建物跡・溝・井戸と、北限北側から9～ 10世紀の掘立柱建物跡を検出した。これら建物

は企画性に欠け、国庁域あるいは方六町域を区画するような溝や柵列は見つかっていない。

しかし、緑釉陶器・灰釉陶器・瓦・墨書土器・木簡や石帯の出土などから、この付近に官

衛的な施設が存在した。北金岐遺跡からは、奈良時代の掘立柱建物跡・井戸・溝を検出し

た。溝を境に建物は 2群に分かれ、建物跡の規模や瓦の出土が見られないことから一般集

落であった。太田遺跡は、行者山山麓の微高地上に展開する。平安時代の掘立柱建物跡・

溝 0井戸を検出した。 2× 5間の建物が平行に配され、その隣接地に総柱建物が存在する。

篠遺跡は、亀岡盆地南東部の河岸段丘に広がる集落遺跡である。奈良時代後半～平安時代

の掘立柱建物跡・溝・井戸を検出した。南側丘陵斜面に展開する篠古窯跡群の窯業集団を

統括した地元豪族の居館と想定している。杉南遺跡は、丹波国府推定地の一つとされ、八

木町屋賀の東隣に位置する。掘立柱建物跡と溝を検出した。建物群の内、総柱建物の数が

4割近く占めることから倉庫群であるとし、国府あるいは郡衛に関連する施設とするが明

らかでない。池尻遺跡は、池尻廃寺東側に隣接する遺跡である。奈良時代前半の掘立柱建

物跡・「 L」 字状に屈曲する柵列・溝を検出した。柵列で区画された範囲に掘立柱建物跡

が 3棟並ぶ。建物は、両面庇建物を中心に南側に 2棟併設する。大規模な建物群が整然と

配され、柵列や溝で画されていたことから、丹波国府あるいは桑田郡衛ではないかと想定

される。馬路遺跡からは、奈良時代後半～平安時代の建物を 8棟検出した。総柱建物跡・

側柱建物跡である。これらの建物は南北方向に配され、梁間 2間を基本とする。建物西側
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には、同方向の溝も存在する。丹波国分尼寺跡南側約300mに位置する河原尻遺跡からは、

奈良時代後期～平安時代にかけての掘立柱建物跡を検出した。奈良時代後期の建物群は西

に若干振るが、平安時代には、国分尼寺と同方向の南北方向に築かれる。

2.南丹波地方における発掘調査成果 (鎌倉時代 )

千代川遺跡からは、掘立柱建物跡・柵列・井戸などを検出している。検出状況から、規

模の大きな建物 1な いし2棟と小型の建物 1棟が一単位を構成する。北金岐遺跡からは、

掘立柱建物跡を確認している。建物規模としては 1～ 2間 ×2～ 3間の小規模な側柱建物

の中に、 3間 ×3～ 4間の総柱建物が存在する。これら掘立柱建物跡の時期は、12～ 13世

紀とする。天川遺跡からは、鎌倉時代の溝や土坑を検出した。溝の規模は、幅 2～ 2。5m、

深さ40cm前後を測り、東西方向に500m延 びることが確認されている。ここから多量の瓦
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器・土師器が出土した。集落構造を明らかにするには至らなかったが、当地は佐伯荘の一

角にあたる。太田遺跡からは、掘立柱建物跡・溝 0井戸・柵列を検出した。溝は、ほぼ南

北方向、 L字あるいはコ字状を呈し、柵列もL字あるいはコ字状に沿って巡る。これら溝

や柵列で区画された所に大型の建物が存在し、その周辺地である北側と東側に、規模の小

さな建物が数棟づつ存在する。このような遺構の配列は、条里区画にともなうものと考え

られ、佐伯荘につながるものかと思われる。

3.奈良～平安時代の掘立柱建物跡について

表 102で は、掘立柱建物跡の規模を一覧にし、桁行と梁間でもって第 3図 に示した。

これらから掘立柱建物跡を次の 3群に分け、各遺跡の様相を見てみた。

A群 およそ床面積45ゴ以上で、桁行 5間以上の大型建物である。なかには有庇建物や

総柱建物があり、およそ 3割 を占める。このグループに該当する建物は、中心的な施設

「屋」に相当し、千代川・大田・篠 。杉南 0池尻 。河原尻遺跡で認められた。この内、有

庇建物や総柱建物は、大田・篠・杉南・池尻・河原尻遺跡で認められた。

B群 床面積25～ 45ざ もので、桁行 3～ 4間 を主とするものである。このグループの中

で小規模なものに総柱建物があり、 C群 よりもひとまわり大型の倉を含むと思われる。杉

南・河原尻遺跡に大型の倉が存在する。

C群 床面積25ゴ以下のもので、桁行 2間 ×梁間 2間のものが大半を占める。この建物

群の半数は総柱建物で、該当する建物の大半は「倉」と考える。同規模の側柱建物につい

ても倉である可能性は高い。千代川遺跡・杉南遺跡の総柱建物は、他の遺跡のものに比べ

て桁行 0梁間ともにわずかに大きなものを含む。

千代川遺跡では、出土遺物から官衛的様相の濃い遺跡で国府推定地とされているが、国

府域西辺での調査では、A群建物が整然と検出できたのは推定域外の北端においてである。

ここから側柱建物 4棟、総柱建物 2棟、建物に平行する溝 1条である。国府域を区画する

溝や塀などは無 く、方六町域の整備が行われなかったとされる。金田氏の報告に、「国府

は、 (略)国庁と道路を核ないし軸として官衛群が配置された機能的な構造を基本とした機

構であった。」とし、国府域にこだわる必要はないとされる。このように考えると拝田丘

陵裾部の高台を利用して、中心施設が展開し、道路によって関連施設に通じていたと考え

る。最近の調査成果で、池尻遺跡では大型建物が整然と配され、それらを囲む形で溝や柵

列が検出された。中心施設や付属施設の規模・配置などから、 8世紀後半頃の国府あるい

は郡衛であったとされる。その全容については不明である。千代川遺跡南側で建物を17棟、

遺跡南端部で建物 2棟検出した。それぞれの集落の構成については不明である。また集落

-36-



南丹波地方における古代集落について

欄
掛
　

朴

Ｅ

　

像

Ш
　
。
〇
卜
Ｚ

≧
´
　
。寸
∞
Ｚ

≧

。
２

ｚ

国
　
。
∞
卜
Ｚ

国
　
。
卜
崎
Ｚ

３

・
崎
Ｎ
Ｚ

≧

。
２

ｚ

Ш
　
。
一
一
Ｚ

Ｅ

ｃ
一
∞
Ｚ

≧
´
　
。
一
Ｚ

Ш
　
。
一
Ｚ

Ш
　
・
Ｎ

一
Ｚ

≧
′
　
。
ト
ト
Ｚ

≧

。
∞
∞
Ｚ

≧
′
　
。
①
Φ
Ｚ

≧
′
　
。
∞
卜
Ｚ

≧
´
　
・
Ｏ

Ｚ

国
　
。
∝

Ｚ

］
　
。
Φ

Ｚ

Ш
　
・
〇

一
Ｚ

Ш
　
・
Ｏ

Ｚ

Ш
　
。
Ю

Ｚ

Ш
　
。
一
Ｚ

Ш
　
。
Φ

Ｚ
　
．

≧
´
　
。
Ｎ

Ｚ

≧
´
　
。
一
Ｚ

３

ｏ
∞

Ｚ

≧
′
　
。
∞
∞
Ｚ

≧
′
　
。
崎
∞
Ｚ

≧
´
　
。
Φ
∞
Ｚ

Ш
　
。
Ｎ

Ｚ

Ш
　
。
Φ

Ｚ

側
終
旧
（
Ｉ
）

〇

寸

．寸

ｒ

〇
崎
．〇
ド

∞
卜
．
一
∞

Ｏ
Φ
．
〇
∞

∽
∞
，
一
Ｎ

寸
〇
．
∞
Ｎ

Ｏ
Ｏ
。∞
∞

〇
〇
．
〇
〇

寸
Ｎ
。
Ｎ

一

∞
∽
．
一
寸

∞
〇
．
倒
Ｎ

Ｏ
Ｎ
．
崎
∞

Ｎ
Ｏ
．∞

け

∞
∞
．∞
の

∞
∞
．
一
一

〇
〇
．
崎
倒

Φ
卜
．
め

一

∞
崎
．
〇
倒

∞
〇
．
け
ｍ

〇
寸
．〇
∞

（Ｅ
）
郷
　
騒

肛

　

熙

∞
．
一

―

崎
．
Ｎ

Ｏ
．
崎

〓

ヾ

〇
．寸

崎
．
ｍ

∞
．寸

〇
．∞

〇
．
〇

寸
．
∞

∞
．寸

〇
．
∽

∞
．ヾ

ｍ
。
劇

∽
．寸

寸
．
∞

∞
．Φ

Ｏ
．
∞

卜
．
Ｎ

崎
∞
．寸

一
．寸

―

〓

Ｎ

∽
．
ｍ

∽
∞
．
め

〇
．寸

〓

寸

〓

寸

め
．
Ｎ

∞
．
∞

―

∞
〓

∞
．
ｍ

Ｏ
．寸

距

一

―
肛

Ｎ

肛
α

歴
ヽ
肛
∞
肛
∝
肛
∝
肛

寸

肛

ヾ

肛
∝
距
Ｎ
Ｅ
Ｎ

肛
銀

肛

一

肛
Ｎ
肛
Ｎ
肛
∞
肛

一

肛

一

肛
ヽ
肛
Ｎ

Ｉ
肛

一

距
Ｎ

肛
Ｎ
肛
銀
肛
∝
肛
∝
肛

一

肛
銀

―
肛

一

睡
∞
肛
倒

中
ヽ
　
い
喜

〇
．∞

―

〓

Ｎ

〓
寸

け

ｍ
。
崎

一
．∞

一
．０

∞
．ヾ

〇
．
一
一

〇
．
一
一

Φ
．
∞

てヽ

卜

．
寸

―

∞
．∽

〇
。①

Φ
。①

Ｏ
．め

∞
．崎

０
．崎
一

ン
ヽ
Ｎ
．崎

寸
．寸

ン
ヽ
寸
．寸

―
寺

．Ｎ

，
ヽ
寸
．Ｎ

寸
．卜

〓
寸

ン
ヽ
Ｎ
．Ｎ

Ｎ
．ト

∞
，ト

ー

〇
。Ｎ

Ｉ

Ｏ
．Ｎ

，
ヽ
〇
．Ｎ

Ｉ

め
．∞

〓
∽

肛
∞

―
肛

∞

肛

Ю
肛
∞
肛
Ю
肛
∞

肛

倒

肛

寸

肛

Ю

肛
∞

―
肛

倒

―
肛
Ｎ

肛

寸

肛
Ю

肛
銀
距
∞
歴
Φ

Ｉ
肛
∞

肛
Ｎ

Ｉ
肛
Ｎ

Ｉ
肛

一

―
肛

一

肛
∞
肛
”

―
肛

一

肛
∞
肛
∞

―
肛

一

―
肛

一

―
肛

一

―
肛
∝

肛
∞

曇

側

激

まヽ

蝉 蝉 響 響 響 響 響 響 響 響 響 響 響 響 ,響 響 響 .響 響 響 響 鯉 鯉 聟 翠 埋 翠 翠
翠 撃 翠 翠 撃 翠 軍 翠 撃 翠 鑓 鍵 撃 撃

・
撃 翠 撃

'事
蒸 翠 撃 撃 鍵 軍 軍 翠 撃 翠

中
申
鰹
興

Ｏ
ｎ

ｒ
ｍ

∽

∞
い

一
ｍ

∽

卜
崎

け
ｍ

∽

Φ
崎

一
∞

∽

∽
崎

ｒ
ｍ

∽

寸
崎

一
ｍ

∽

∞
め

一
ｍ

∽

〇
寸

け
ｍ

∽

け
Ｏ

ｒ
ｍ

∽

∞
寸

け
∞

∽

Φ
ｍ

ｍ

∽

崎
ｍ

ｍ

∽

寸
ｍ

ｍ

∽

∞
ｍ

ｍ

∽

Ｎ
ｍ

ｍ

∽

一
∞

∞

∽

∞
倒
緊

卜
倒
緊

Φ
倒
緊

Ю
倒
緊

寸
倒
緊

∞
＝
緊

Ｎ
倒
緊

一
倒
緊

〇
〇

∞

∽

∞
〇

∞

∽

卜
〇

∞

∽

Φ
Ｏ

ｍ

∽

め
Ｏ

ｍ

∽

寸
Ｏ

ｍ

∽

”
Ｏ

ｍ

∽

Ｎ
Ｏ

ｍ

∽

押
施
興

田
　
Ｋ

田
　
Ｋ

田
　
К

田
　
氷

田
　
К

田
　
※

田
　
※

田
　
К

田
　
※

田
　
氷

田
　
К

田
　
氷

田
　
米

田
　
米

田
　
К

田
　
К

田
　
※

田
　
氷

田
　
Ｋ

田
　
氷

田
　
Ｋ

日
　
米

田
　
Ｋ

田
　
※

〓
一　
Ｋ

〓
一　
Ｋ

〓
一　
Ｋ

〓
一　
Ｋ

〓
一　
Ｋ

〓
一　
Ｋ

〓
一　
К

〓
　ヽ
Ｋ

中
申

[ Ш
　
・
∞
Ｚ

≧

。
〇
一
Ｚ

≧

　́
。
①
Ｚ

≧

　́
。
Ｏ
Ｚ

≧

。
∞
Ｚ

≧

。
卜
Ｚ

３

・
∞
Ｚ

≧

。
∞
Ｚ

≧

。
∞
Ｚ

≧

　́
。
Ю
Ｚ

≧

。〇

一
Ｚ

国
　
。
∞
Ｚ

≧

　́
。
∞
Ｚ

≧

。
∞
Ｚ

３

。
∞
ｚ

≧

　́
。
卜
Ｚ

Ш
　
。
鋼
Ｚ

３

。
Ｏ
Ｚ

３

。
い
∞
Ｚ

Ш
　
。
①
∞
Ｚ

≧

　́
。
∞
Ｚ

Ш
　
。
∞
Ｚ

Ш
　
。
一
Ｚ

Ш
　
。
Ю
Ｚ

Ш
　
。
【
Ｚ

Ш
　
。
卜
Ｚ

Ш
　
。
①
Ｚ

国
　
。
卜
Ｚ

≧

。
∞
Ｚ

≧
´
　
。①
∞
Ｚ

３

・
∞
Ｚ

≧
′
　
・〇
〇
Ｚ

≧
´
　
。
い
Ｚ

楓
時
旧
（
瑳

）

倒
．０

①
∞
。
①
寸

０
∞
．∞

一

一
〇
．０

一

Ｎ
∞
。
Ｎ
Ｎ

寸
〇
．〇
∞

〇
〇
．〇
”

〇
寸
．
ｒ
寸

Φ
Φ
．
∞
“

∞
寸
．
∽

け

め
め
．
Ｎ

〇
崎
．
ｍ

一

〇
∞
．
Ｏ
Ｎ

∞
〇
．
一
∞

Φ
∞
．〇
∞

Φ
Ｏ
．
ｒ
崎

〇
〇
．〇

∞

ｒ
．
崎

Φ
の
。寸
〇

一

〇
〇
．寸
Ｎ

Ｏ
Ｏ
．０
ト

〇

一
．
め
∽

（
Ｅ
）
郷
　
黙

歴

　

熙

崎
。
∞

∞
。
∞

〇
．
Ｎ

で

〇
．
∞

Ｎ
．
ト

Ｎ
．Φ

Ｏ
．
ｍ

Ｏ
．Φ

∞
。
め

Ｏ

ｒ

崎
．
∞

〇
．
∞

ド
．∞

〇
．Φ

い
。寸

〇
．０

「

∽

∞
．寸

で

崎
．
∞

で

の
．
ｒ

Ｎ
。∞

〇
．寸

〇
．∞

∞
．
崎

で

寸
ご

０
．
ｍ

卜
．
¨

寸
．
∞

卜
．
Ｎ

①
．寸

∞
‘寸

Φ
．寸

の
。Φ

肛

銀

肛

倒

肛

一

―
肛

一

肛

∞

肛

∞

肛

∝

肛

Ｎ

肛

Ｎ

肛

∞

肛

Ｎ

歴

Ｎ

睡

∞

肛

∝

肛

Ｎ

肛

∝

肛

倒

肛

Ｎ

Ｉ
距

一

―
肛

一

肛

ヾ

肛

倒

肛

寸

肛

∞

―
肛

一

肛

ヽ

肛

一

肛

Ｎ

肛

Ｎ

肛

∞

歴

∞

肛

∞

肛

寸

専

　

窯

―

一
．倒

―

卜
〓

０
。寸

〇
．Φ

そ

∞
．
一

∞〓
崎

―

ド
．崎

―

寸
．崎

，
ヽ
∞
．Φ

Ｏ
．寸

〇
．崎

∞
。①

り
。０

そ

卜
．崎

〇
．０

Φ
．Φ

ι

Ｎ
．寸

０
．ｍ

卜
．∞

ｍ
¨

〇
．Φ

崎
．の

め
．①

ｌ

卜
．
一

ノ
ヽ
∞
。寸

ι

め
．
一

そ

ド
．寸

〇
．め

一
．Φ

一
．崎

Φ
．０

寸

．
ト

―
距

一

―
肛

一

肛

∝

肛

∞

―
歴

一

歴

∞

肛

∝

―
肛

∝

―
歴

∝

―
肛

∞

肛

Ｎ

肛

∞

距

マ

睡

銀

―
肛

Ｎ

距

∝

肛

∞

―
肛

ヽ

肛

倒

肛

一

肛

Ю

肛

∝

肛

ヽ

肛

寸

―
肛

一

―
肛

Ｎ

Ｉ
肛

一

―
肛

∝

肛

Ｎ

肛

寸

歴

∞

距

寸

歴

寸

翠

側
鞭

眠ヽ

鯉 埋 蝉 翠 聟 翠 響 響 響 響 翠 蝉 聟 .,響 響 響 響 響 響 埋 蝉 埋 響 響 聟 響 翠 響 .響 響
尋 翠 翠 翠 撃 鑓 撃 撃 繋 撃 禦 撃 鑓

'翠
撃 翠 翠 翠 繋 撃 翠 薫 鑓 翠 翠 撃 鑓 翠

・
翠 軍

申
申
鰹
興

〇
凶

ｍ

∽

‐
０

ｎ

一
ｍ

∽

‐
０

０

一
ｍ

∽

，
０

寸
Ｏ

ｍ

∽

‐
０

ｍ
Ｏ

ｍ

∽

ｔ
Ｏ

Ｎ
Ｏ

ｍ

∽

‐
０

０
Φ

∞

∽

‐
０

０
崎

ｍ

∽

‐
０

卜
崎

∞

∽

，
０

０
崎

∞

∽

，
０

卜

ｒ
ｍ

∽

‐
０

〇
〇

∞

∽

‐
０

Ｎ
Ｏ

ｍ

∽

‐
ｏ

∞
寸

ｍ

∽

‐
∞

∞
ｍ

ｍ

∽

‐
ｍ

ｍ
ｍ

ｍ

∽

‐
ｍ

Ｎ
ｍ

ｍ

∽

‥
ｍ

¨
ｍ

ｍ

∽

‐
ｍ

〕
〇
〇
崎
ｍ

ｍ

∽

〕
〇
〇
崎
ｍ

ｍ

∽

・
〇
〇
崎
ｍ

ｍ

∽

〕
〇
〇
Ｎ

ｒ
ｍ

∽

・
〇
〇
Ｎ

一
ｍ

∽

ヽ
〇
〇

ｒ
ｒ
ｍ

∽

〕
〇
〇
め

ｒ
ｍ

∽

一
〇
〇
崎

一
ｍ

∽

〕
〇
〇
崎

け
ｍ

∽

〕
〇
〇
崎

一
∞

∽

ヽ
〇
〇
崎

一
ｍ

∽

一
Φ

一
〇

一
∞

∽

）
Φ

一
〇

一
ｍ

∽

一
卜

一
〇

ｒ
ｍ

∽

〕
０

一
〇

ｒ
ｍ

∽

押
ぬ
興

督
ぐ
“下

督
Ｃ
コ官

督
ぐ
“下

督
畑
“下

督
ぐ
ギ

督
０
コ下

督
畑
コ下

督
Ｇ
“下

督
Ｇ
コ下

督
ぐ
コπ

督
期
コ下

督
ぐ
コ下

督
鯛
コ下

督
期
“下

督
Ｇ
“下

彗
ぐ
撻下

督
畑
コ下

督
翻
コ下

三
ゼ
十

三
翠
中

〓
ギ
十

〓
ぎ
十

三
ぎ
十

三
ぎ
十

三
ぎ
十

三
ゼ
十

三
ぎ
十

三
ぎ
十

三
ゼ
十

三
ぎ
十

三
ぎ
十

三
ぎ
十

三
ギ
キ

中

申
―∞∞ヾ崎Φ卜∞の 9=2撃

=コ ==撃
2罵 馬ヽ N tt К駕ヽ駕 RR高 円認

（
Ｈ
ゼ
士
黙
丼
―
口
條
）
憔
楓
―
郷
緊
墨
ぶ
骰
翼
樹
緊
　
憔

Ｈ
態

-37-



田
肝
　

＝

Ｅ

　

Ｒ

Ш
　
。
∞
∞
Ｚ

≧
′
　
。
卜

Ｚ

≧

。
∞

Ｚ

≧
´
　
。
卜
∞
Ｚ

Ш

。
Ю

Ｚ

≧

。
∞
∞
Ｚ

Ш
　
。
∞

Ｚ

≧
´
　
。
Ｏ
Ｎ
Ｚ

Ш
　
。
の
卜
Ｚ

≧
′
　
。
①
∞
Ｚ

国
　
。
∞
卜
Ｚ

Ш
　
。
一
Ｚ

≧
´
　
。
ヾ

ｒ
Ｚ

３

・
Ｎ
一
Ｚ

≧

。Ｎ
ｒ
Ｚ

≧
，
　
。寺

Ｚ

≧
′
　
・
Ｏ

Ｚ

≧
′
　
。
〇

け
Ｚ

≧
´
　
。
Ｏ

ｒ
Ｚ

Ш
　
。
①
卜
Ｚ

≧

。崎
ｒ
Ｚ

≧

・崎
一
Ｚ

≧
´
　
。
崎

一
Ｚ

Ш
　
。
〇
卜
Ｚ

Ш
　
。
〇
卜
Ｚ

≧
´
　
。
∞

Ｚ

国
　
。
∞
卜
Ｚ

≧
´
　
。
い
∞
Ｚ

≧
´
　
。
い

Ｚ

≧
´
　
。
∞

Ｚ

≧
´
　
，
ヽ

Ｚ

口
や
口
悩

⌒
ｔ

ンヽ

Ｎ

け
。
崎

一

０
い
。卜

０
い
。
ゆ

一

∞
∞
．〇
寸

〇
卜
．０
い

∞
Ｎ
．
∞
∽

〇
∞
．
卜
∞

〇
い
．
∞

一

崎
崎
．Ｏ
Ｎ

０
０
．∞
寸

Φ

「

〇
倒

∞
い
．
∞
Ｎ

崎
〇
．
∞
Ｎ

Ｏ
Ｏ
．∞
寸

∞

け
．
め
寸

Ｎ
寸
‘∞
倒

Φ
Ｎ
．
ｍ

け

Φ
Ｏ
．
一
劇

０
０
．
∞

一

〇
崎
。Φ
∽

（Ｅ
）
郷
　
黙

肛
　
絲

Φ
．
∞

¨
．
Ｎ

寸
．
製

∞
．寸

崎
。寸

∞
．寸

Ｎ
．寸

〇
。
め

の
。
∞

崎
．寸

崎
。寸

寸
．
崎

Ｎ
。寸

Ｎ
．寸

崎
．寸

∞
．寸

∞
〓寸

〇
．寸

Ｎ
。
い

「

寸

寸
。
∞

Φ
．
∞

卜
．
∞

〇
。
Ｎ

Ｉ

Ｎ
．
一

∞
．
ｒ

Ｏ
．
崎

Φ
．寸

〇
．
崎

卜
．
崎

寸
．
崎

肛

倒

肛

一

肛

Ｎ

肛

∝

肛

Ｎ

肛

∝

肛

∝

肛

一

肛

凶

肛

銀

肛

Ｎ

距

∞

肛

凶

距

∞

肛

∞

距

銀

距

Ｎ

歴

銀

肛

銀

肛

凶

距

倒

肛

倒

肛

α

肛

Ｎ

Ｉ
距

一

肛

∞

肛

Ｎ

肛

Ｎ

肛

倒

距

∝

匝

銀

中
）

窯

∞
．寸

０
．
∞

〇
．
０

寸
．∞

Φ
．
劇

一

「

〓

崎
．Φ

い
。寸

ン
ヽ
め
．ト

の
。
い

∞
。〇

一

，
ヽ
Ｎ
．
ト

∞
．寸

０
．
∽

一
．
い

〇
．〇

一

寸
．０

∞
．
崎

ン
ヽ
〇
．
０

１

⑭
．
一

の
。
∞

一
．Φ

ド
．
∞

―
∞
．〇

―
∞
．
一

―

〓
Ｎ

∞
．
〓

，
ヽ
寸
．
〇

，
ヽ
卜
．
０

肛

Ｎ

肛

∞

肛

∞

肛

寸

肛

Ю

肛

Ю

肛

∞

肛

一

―
肛

∞

肛

∞

肛

Ю

Ｉ
肛

∞

肛

”

肛

∞

肛

∞

肛

寸

肛

Ю

肛

銀

―
肛

∞

―
肛

一

肛

Ｎ

肛

寸

肛

Ｎ

Ｉ
肛

一

―
肛

倒

―
肛

一

―
肛

一

―
肛

一

肛

Ю

Ｉ
肛

寸

Ｆ

Ｅ

つ

罪

製

眼

ミ
澤 響 翠 蝉 翠 翠 響 響 翠 蝉 響 響 響 聟 響 想 翠 聟 想 響 翠 響 響 ,響 聟 響 響 翠 ,響
翠 翠 撃 翠 軍 撃 翠 翠 繁 撃 軍 撃 翠 撃 撃 軍 鑓 撃 鑓 軍 撃 翠 翠

・
軍 鑓 軍 翠 軍

'鑓

中
申
鰹
興

ｎ

一
〇

ｍ

∽

Φ
Ｏ
Ｏ

ｍ

∽

∞
卜
崎

∞

∽

ｒ
∽
崎

ｍ

∽

０
∞
崎

∞

∽

〇
〇
寸

ｍ

∽

Ｎ
卜
寸

ｍ

∽

∞
Ｏ
Ｎ

ｍ

∽

０
∞

一
ｍ

∽

寸

∞

ｒ
ｍ

∽

∞

一
ｍ

∽

Φ

け
餞

∽

∞
Ｏ

ｍ

∽

Ｎ
Ｏ

ｍ

∽

一
〇

ｍ

∽

寸

ｍ

∽

∞

∞

∽

∞

∞

∽

一

ｍ

∽

一
Ｎ
崎

“

∽

〇
∞
崎

∞

∽

∞

一
ｍ

ｍ

∽

凶

一
崎

ｍ

∽

〇
〇

ｍ

∽

∞
〇

∞

∽

Ｎ
Ｏ

ｍ

∽

Φ
Ｏ

ｍ

∽

崎
Ｏ

ｍ

∽

∞
Ｏ

ｍ

∽

∞
Ｏ

ｍ

∽

一
Э

ｍ

”

叩
施
興

眠
賢
ぽ
′′、

賦
壼
寝

眠
砥
ぽ
′′、

眠
曖
貯
′′、

眠
壼
貯
（

眠
眠
貯
（

眠
壼
ぽ
′′、

眠
曖
Ｐ
′′、

眠
曖
貯
′′、

曜
暖
ぽ
′′、

眠
壼
ぽ
′′、

昼
曖
ぽ
′′、

昼
眠
貯
（

眠
砥
貯
′′、

眠
砥
ぽ
′′、

中
皓　
眠

噸
唱
　
艘

中
喘
　
眠

譜
　
眠

中
唱　
眠

中
唱　
眠

中
唱　
鵬

申
“
　
鵬

眠
　
翠

眠
　
翠

眠
　
涸

眠
　
涸

眠
　
涸

眠
　
涸

眠
　
翠

昼
　
梨

中
申

卜
凶

ｒ

Ｏ
Ｎ

け

め
劇

一

寸
剣

げ

∞
∞

ｒ

Ｎ
Ｎ

一

一
Ｎ

ｒ

Ｏ
Ｎ

一

〇

け
一

∞

一
一

卜

一
け

Φ

け
け

∽

け
け

寸

中
一

ｍ

け
一

Ｎ

け
一

一
〓

〇

一
一

〇
〇

ｒ

∞
〇

一

卜
〇

け

Φ
Ｏ

け

∽
〇

一

寸
Ｏ

ｒ

ｍ
Ｏ

ｒ

∞
〇

一

一
〇

ｒ

Ｏ
Ｏ

ｒ

の
の

∞
〇

ヽ
”

≧
´
　
。
ｎ

Ｚ

≧
´
　
。
Ｎ

Ｚ

≧

。Ｏ
け
Ｚ

３

・
∞
Ｚ

Ш
　
。
ｍ
∞
Ｚ

≧

　́
。
卜

Ｚ

≧
´
　
。
卜

Ｚ

≧

・
Ｏ

ｒ
Ｚ

≧
´
　
・
Ｏ

Ｚ

≧
´
　
。
け
け
Ｚ

≧
′
　
。
①

Ｚ

≧

・
〇

一
Ｚ

≧
′
　
。
∞

Ｚ

≧
´
　
・
卜

Ｚ

≧

。
∞
Ｚ

≧

・〇
一
Ｚ

≧
　́
。Ｏ
ｒ
Ｚ

≧

。Ｏ
ｒ
Ｚ

Ш
　
。
Φ

Ｚ

Ш
　
。
卜

Ｚ

Ш
　
。
一
Ｚ

Ш
　
。
一
Ｚ

Ш
　
。
Φ

Ｚ

Ш
　
。
一
Ｚ

５ヽ
　
。
Φ
∞
Ｚ

Ш
　
。
∞

ｒ
Ｚ

Ш
　
。
一
一
Ｚ

Ш
　
。
一
一
Ｚ

≧
´
　
。
〇
∞
Ｚ

Ш
　
・
∞

一
Ｚ

Ш
　
。
∞

一
Ｚ

コ
　
　
け
Ｆ
Ｚ

回
峙
画
口̈

（
ヒ

）

〇
〇
．
卜
∞

∞
〇
．
一
め

Φ
寸
．Ｏ
Ｎ

Φ
卜
。Φ

Ｏ
Ｎ
．
ト

寸
∞
．寸
Ｎ

Ｏ
Ｏ
。
一
Ｎ

Ｏ
Ｏ
．Φ
∞

寸
Ｎ
。
Ｎ

一

〇
Φ
．
ｍ

一

〇
寸
．寸

¨

崎
∞
．∞
Ｎ

Ｏ
い
。ト

〇
寸
．寸

け

〇
〇
．
ｍ
寸

一
∞
．
ｍ
ｍ

け
Φ
．〇

〇
〇
．寸
∞

∞
〇
．
一
Ｎ

Ｏ
Ｏ
．
め
Ｎ

寸

け
．
〇
寸

寸

一
．Ｏ
Ｎ

∞
∞
．
∞
∞

Ｎ
う
。
Ю
Ｎ

（Ｅ
）
郷
　
黙

肛
　
態

ゆ
．
ｍ

Ｏ
．
∞

，
ヽ
卜
．
Ｎ

∽
．寸

∞
．
０

Ｎ
．寸

Ｎ
．寸

０
．
Ｎ

寸
。Ｎ

Ｉ

「
Ｎ

Ｉ
∞
．
け

０
．寸

〇
．
∞

∞
．寸

寸
．
∞

卜
．
ｍ

Ｏ
．
∞

崎
．寸

崎
。
Ｎ

Ｏ
．
崎

Φ
．
∞

∞
．寸

０
。寸

¨
．
∞

∞
。寸

∞
．寸

寸
．
∞

ω
．
∞

Ｎ
．寸

∞
．
ｍ

寸
。
い

０
．ヾ

肛

∞

肛

∝

―
肛

一

肛

∞

肛

∞

歴

Ｎ

肛

Ｎ

肛

゛

肛

”

―
肛

一

―
肛

一

肛

Ｎ

肛

∝

肛

∞

肛

凶

肛

倒

肛

Ｎ

肛

Ｎ

肛

∝

肛

Ｎ

肛

銀

肛

倒

肛

Ｎ

踵

∝

距

∝

睡

∞

肛

Ｎ

肛

銀

肛

Ｎ

肛

Ｎ

肛

∞

匡

Ｎ

中
）

奪

ン
ヽ
卜
．
Ｎ

Ｉ

寺

．
Ｎ

一
．
崎

〇
．
０

け
．
∞

ｍ
．
０

１

向

．寸

Φ
．
∞

〇
．
∞

∞
．Φ

Ｏ
．
Φ

寸
．
め

∞
。
卜

め
．
ト

Φ
．
∞

Ｎ
．
∞

∞
。寸

∞
．
Φ

Ｏ
．
∞

，
ｔ
い
。
劇

〇
．寸

〇

¨

〇
．Φ

け
．
∞

Ｎ
．
め

Ｎ
．
Φ

Ｏ
．
∞

ド
．
一
ｒ

ｍ
．
∽

Ｎ
．
ト

Ｎ
．
ゆ

―
肛

銀

―
肛

Ｎ

肛

∞

肛

∞

肛

∞

肛

∞

―
肛

Ｎ

肛

Ｎ

肛

∝

肛

∞

肛

∞

肛

Ｎ

肛

∞

肛

∞

肛

∝

肛

∝

肛

Ｎ

肛

∞

肛

∝

―
肛

一

肛

銀

肛

Ю

肛

∞

距

倒

肛

∞

肛

∞

肛

Ю

肛

Ю

肛

∞

距

∞

匡

ｍ

膠

Щ

距

ミ
響 埋 聟 響 響 響 響 響 響 響 響 響 蝉 鯉 聟 聟 響 響 聟 響 翠 響 響 蝉 響 響 蝉 聟 響 響 翠 響
翠 軍 軍 軍 軍 軍 翠 翠 撃 翠 翠 軍 軍 軍 撃 翠 鑓 繁 軍 翠 撃 軍 軍 軍 軍 事 軍 撃 軍 翠 撃 撃

中
申
鰹
興

Ｏ

ｒ
ｍ

∽

め

ｒ
ｍ

∽

崎
Ｏ

ｍ

∽

寸
Ｏ

ｍ

∽

∞
Ｏ

ｍ

∽

Ｎ
Ｏ

ｍ

∽

一
〇

ｍ

∽

∞

け
ｍ

∽

寸

一
∞

∽

∞

け
ｍ

∽

∞

一
ｍ

∽

〓

ｍ

∽

〇
〇

ｍ

∽

∞
Ｏ

ｍ

∽

卜
Ｏ

ｍ

∽

Φ
Ｏ

ｍ

∽

卜

ｒ
ｍ

∽

Ｏ

ｒ
ｍ

∽

∞
Ｎ

ｍ

∽

Ｏ

ｒ
ｍ

∽

〓

ｍ

∽

〇
〇

ｍ

∽

∞
Ｏ

ｍ

∽

ド
Ｏ

ｍ

∽

∞
Ｏ

ｍ

∽

寸
∞

ｍ

∽

ｍ
Ｎ

ｍ

∽

Ｏ
Ｎ

ｍ

∽

崎

¨
“

∽

寸

一
∞

∽

寸
Ｏ

ｍ

∽

Ｎ
Ｏ

ｍ

∽

押
繕
興

恒
　
絲

恒
　
総

橿
　
絲

恒
　
絲

恒
　
絲

橿
　
ヽ
そ

橿
　
ｓ
や

橿
　
総

橿
　
総

握
　
絲

橿
　
絲

枢
　
ヽ
そ

恒
　
簗

橿
　
ヽ
そ

橿
　
ヽ
十

橿
　
絲

恒
　
総

橿
　
絲
継雄雄雄郎雄雄雄雄雄雄雄継饉

中
申

〇
〇

崎
①

寸
の

ｍ
Ｏ

Ｎ
Ｏ

け
〇

〇
〇

〇
∞

∞
∞

卜
∞

Φ
∞

崎
∞

寸
∞

∞
∞

Ｎ
∞

一
∞

〇
∞

０
ト

∞
ト

ト
Ｎ

Φ
卜

崎
Ｎ

寸
ド

∞
ド

Ｎ
卜

一
ト

〇
卜

の
Ｏ

∞
⑩

卜
Φ

Φ
⑬

め
０

京都府埋蔵文化財論集 第 5集

（
Ｎ
ゼ
士
黙
丼
―
口
條
）
憔
叙
―
郷
緊
墨
ぶ
製
翼
樹
緊
　
憔

∞
総

-38-



南丹波地方における古代集落について

日
冊
　
州

Ｅ
　
択

Ш
　
・〇
卜
Ｚ

３

。ヾ

∞
Ｚ

３

ｏ
Ｎ

一
Ｚ

Ш
　
。∞
卜
Ｚ

国
　
。卜
め
Ｚ

３

。
い
Ｎ
Ｚ

３

・
２

ｚ

Ш
　
。
け
ｒ
Ｚ

３

・
一
∞
Ｚ

≧

　́
。
一
Ｚ

Ш
　
。
一
Ｚ

Ш
　
。
Ｎ

ｒ
Ｚ

５ヽ
　
。卜
に
Ｚ

≧

。
∞
∞
Ｚ

≧
″
　
。い
Ｏ
Ｚ

≧

　́
。∞
卜
Ｚ

≧

　́
。
Ｏ
Ｚ

Ш
　
。
鋼
Ｚ

Ш
　
。
Φ
Ｚ

Ш
　
。Ｏ

ｒ
Ｚ

Ш
　
・
Ｏ
Ｚ

Ш
　
。
Ю
Ｚ

国
　
。
一
Ｚ

Ш
　

。
Ｏ

Ｚ

３

。
鋼

Ｚ

≧
´
　

。

一
Ｚ

≧

。
鋼
Ｚ

≧
′
　
」∞
∞
Ｚ

３

。
崎
∞
Ｚ

≧

　́
。０
∞
Ｚ

Ш
　
。
Ｎ
Ｚ

Ш
　
。
Φ
Ｚ

楓
時
旧
（
ヒ
）

〇
寸
．寸

ｒ

〇
め
．〇
ト

∞
卜
．
一
Ｎ

０
０
．
〇
∞

崎
ｍ
．
一
Ｎ

寸
〇
．
め
∞

〇
〇
．∞
∝

〇
〇
．
〇
〇

寸
∞
．
∞

¨

∞
ｍ
．
一
寸

∞
〇
，
Ｎ
Ｎ

Ｏ
Ｎ
．
崎
∞

Ｎ
Ｏ
．∞

け

∞
Ｎ
．∞
〇

∞
∞
．
一
ｒ

〇
〇
．
∽
Ｎ

の
卜
．
ｎ

ｒ

Ｎ
∽
．
Ｏ
Ｎ

∞
〇
．
¨
∞

〇
ヾ
．Ｏ
Ｎ

（Ｅ
）
郷
　
暇

肛

　

黙

∞
．
一

―

の
．Ｎ

Ｏ
．め

「

寸

〇
．寸

崎
．
∞

∞
．ヾ

〇
．∞

〇
。
①

ヾ
．
∞

∞
．寸

〇
．
崎

∞
．寸

∞
。
Ｎ

い
。寸

ヾ
．
ｍ

ｍ
。Φ

Ｏ
．
∞

卜
．
Ｎ

崎
ｍ
．ヾ

「

寸

―

一
．
∞

崎
．
∞

崎
∞
，
∞

〇
．寸

「
寸

「
寸

崎
．
Ｎ

∞
．
∞

―

∞
〓

∞
．∞

〇
．寸

肛

一

―
肛

Ｎ

Ｅ

∝

肛

Ｎ

Ｅ

∞

肛

∝
肛

Ｎ

肛

寸

肛

寸

肛

Ｎ

歴

Ｎ

肛

Ｎ

肛

銀

距

一

肛

銀

肛

Ｎ

肛

∞

肛

一

肛

一

肛

Ｎ

肛

Ｎ

Ｉ
歴

一

歴

Ｎ

肛

銀

肛

Ｎ

肛

Ｎ

距
Ｎ

肛

一

肛

Ｎ

Ｉ
肛

一

肛

∞

肛

”

中
　ヽ
窯

〇
．∞

―

〓

Ｎ

〓

寸

一

∽
．
ｎ

¨
．∞

〓

０

∞
．寸

〇
．
一
¨

〇
．
ｒ
¨

Φ
．
∞

―

に

，寸

―

∞
．
ｎ

Ｏ
．
〇

〇
．〇

Φ
．
崎

∞
．
め

Φ
．
崎

一

ヽ
く
Ｎ
．
崎

寸
．寸

，
ヽ
寸
．寸

―

寸
．
Ｎ

Ｉ

寺

．
Ｎ

寸
．ト

〓
寸

，
ヽ
Ｎ
．
Ｎ

Ｎ
．ト

∞
．ト

ー

〇
。Ｎ

Ｉ
Ｏ
．Ｎ

Ｉ
Ｏ
．Ｎ

Ｉ

崎
．∞

一
．崎

距
∞

―
肛

∞

肛
崎
肛
∞
肛
Ю
肛

∞

巨

∞

糎

寸

肛

い

肛

∞

―
肛
∝

―
肛

銀

肛

寸

肛

Ｄ

肛

Ｎ

肛
∞
肛
Φ

Ｉ
肛
∞

距

∞

―
肛
∞

―
肛

一

―
肛

一

肛

∞

肛

∝

―
肛

一

距

∞

歴
∞

でヽ
肛

一

―
肛

一

―
肛

一

―
距
Ｎ

肛
∞

ぶ

側

鞭

畿
響 響 響 響 響 響 響 響 響 響 響 響 響 響 .響 響 聟 ・響 響 響 響 響 響 響 響 響 響 響
翠 軍 撃 翠 翠 軍 翠 軍 鍵 翠 撃 撃 鑓 辱  翠 翠 撃 '撃 撃 翠 撃 撃 鑓 翠 撃 翠 翠 翠

申
申
鰹
興

〇
崎

¨
∞

∽

∞
崎

一
ｍ

∽

卜
崎

¨
∞

∽

Φ
め

ｒ
ｍ

∽

崎
崎

一
ｍ

∽

寸
ｎ

ｒ
ｍ

∽

∞
崎

け
∞

∽

の
寸

ｒ
ｍ

∽

一
Φ

け
ｍ

∽

∞
寸

一
ｍ

∽

Φ
∞

∞

∽

め
ｍ

ｍ

∽

寸
∽

∞

∽

ｍ
ｍ

∞

∽

Ｎ
∞

ｍ

∽

¨
ｍ
ｍ
∽

∞
倒
緊

【
倒
緊

Φ
倒
県

Ю
倒
峰

ヾ
倒
緊

∞
倒
緊

倒
倒
卑

一
倒

緊

〇
〇

ｍ

∽

∞
Ｏ

ｍ

∽

ド
Ｏ

ｍ

∽

Ｏ
Ｏ

ｍ

∽

崎
Ｏ

ｍ

∽

寸
Ｏ

ｍ

∽

∞
Ｏ

ｍ

∽

Ｎ
Ｏ

ｍ

∽

押
ぬ
興

田
　
Ｋ

田
　
К

田
　
К

田
　
※

田
　
米

田
　
※

田
　
Ｋ

田
　
＜

田
　
氷

田
　
氷

田
　
Ｋ

田
　
К

田
　
米

田
　
氷

田
　
氷

日
　
米

田
　
氷

田
　
氷

田
　
※

田
　
米

田
　
К

田
　
米

田
　
К

田
　
Ｋ

〓
一　
Ｋ

〓
一　
Ｋ

〓
　ヽ
Ｋ

〓
一　
Ｋ

〓
一　
Ｋ

〓
一　
Ｋ

〓
一　
Ｋ

〓
一　
Ｋ

中
申

日
冊
　

′トー

恒

　

像

Ш
　
。
∞
Ｚ

３

。Φ

一
Ｚ

≧

。
Ｏ
Ｚ

≧

。
Φ
Ｚ

３

。
∞
Ｚ

≧

　́
。
卜
Ｚ

≧

　́
。
∞
Ｚ

≧
′
　
。
∞
Ｚ

３

・
∞
Ｚ

３

・
Ю
Ｚ

３

・〇

け
Ｚ

Ш
　
ｏ
∞
Ｚ

≧

　́
。
∞
Ｚ

≧

　́
。
∞
Ｚ

３

・
∞
Ｚ

３

ｏ
卜
ｚ

Ш
　
。
Ｎ
Ｚ

≧

。
Ｏ
Ｚ

≧

。
崎
∞
Ｚ

国
　
。
の
∞
Ｚ

≧

　́
。
∞
Ｚ

Ш
　
・
∞
Ｚ

Ш
　
・
一
Ｚ

Ш
　
。
Ю
Ｚ

Ш
　
。
卜

Ｚ

Ш
　
。
障

Ｚ

国
　
。
Φ

Ｚ

Ш
　
。
【

Ｚ

３

ｏ
Ｏ

Ｚ

≧
´
　
。
の
∞
Ｚ

≧
´
　
。
∞

Ｚ

≧
′
　
。
〇
〇
Ｚ

≧
´
　
。
鋼

Ｚ

制
時
旧
（
Ｉ

）

倒
．〇

①
Ｎ
．〇
寸

Ｏ
ｍ
．∞

け

一
〇
．Φ

一

∞
∞
。
∞
Ｎ

寸
〇
．〇
∞

〇
〇
．の
∞

〇
寸
．
一
寸

Φ
Φ
．
∞
∞

∞
寸
．ｍ

一

崎
崎
。Ｎ

〇
崎
。
∞

一

の
∞
．〇
倒

∞
〇
．
ｒ
∞

０
“
．〇
∞

０
０
．
中
め

〇
〇
．
〇

∞

一
．
め

０
い
。寸
〇

一

〇
〇
．寸
Ｎ

Ｏ
Ｏ
．０
ト

〇

一
．
崎
崎

（Ｅ
）
郷
　
緊

歴

　

熙

∽
．
∞

∞
．
∞

〇
．
Ｎ

ι

Ｏ
．
ｍ

∞
。ド

∞
．０

Φ
．
∞

〇
．Φ

∞
．
崎

〇

¨

り
。
ｍ

Ｏ
．
ｍ

卜
．∞

〇
．Φ

め
．寸

〇
．
Φ

一
．
崎

∞
．寸

で

い
。
Ｎ

で

０
．
け

Ｎ
．
∞

〇
．寸

〇
．
∞

∞
．
崎

で

寸
〓

Φ
．
∞

卜
．
一

ヾ
．
∞

ド
．
Ｎ

の
。寸

ｍ
。寸

Φ
．寸

〇
．Φ

距
銀
肛
倒
肛

一

―
距

一

肛

∞
肛
”
肛

Ｎ

肛

Ｎ

肛

∝
肛
∞

肛

∝

距

∝

肛

∞

肛
銀
距

Ｎ

肛
倒
肛
ヽ
肛
ヽ

―
肛

一

―
歴

一

肛

寸

肛
銀
肛

寸

肛

∞

―
肛

一

肛

Ｎ

肛

一

肛
凶

肛

Ｎ

距

∞

距

∞

踵

∞

肛

ヾ

に

　

窯

運』=381111』 』3聟為湯き831』ま露?↓まま語
∞13専 1(

―
距

一

―
肛

一

歴
Ｎ
臣

∞

―
肛

一

肛

∞

肛

銀

―
肛
∝

―
肛

Ｎ

Ｉ
肛
∞

肛

Ｎ

肛

∞

距

ヽ

距

倒

―
肛
Ｎ

肛

倒

肛

ｍ

ｌ
肛
∝

肛

Ｎ

肛

一

肛

Ю

肛

Ｎ

距

ヾ

肛

ヽ

―
距

一

―
肛
凶

―
肛

一

―
肛
∝

肛

Ｎ

肛

寸

肛

∞

睡

寸

肛

ヾ

ヾ

側

漁

畿
翠 響 翠 翠 響 響 響 響 響 響 響 響 響 .翠 響 響 響 響 響 響 響 響 響 響 響 響 響 響 ,響 禦
翠 翠 翠 翠 鍵 錐 鎮 撃 繁 錐 鑓 鑓 錐

:'翠
翠 軍 翠 翠 鑓 翠 翠 軍 禦 翠 翠 撃 鑓 軍

'事
華

申
申
鰹
興

０
倒

ｍ

∽

‐
ｏ

い

ｒ
ｍ

∽

‐
０

０

ｒ
ｍ

∽

‐
０

寸
Ｏ

ｍ

∽

‥
０

∞
Ｏ

ｍ

∽

‐
０

∞
Ｏ

ｍ

∽

‐
０

０
０

ｍ

∽

‐
０

の
ｍ

ｍ

∽

‥
０

卜
崎

ｍ

∽

‐
０

０
い

ｍ

∽

‐
ｏ

Ｎ

け
ｍ

∽

，
０

０
０

∞

∽

，
０

Ｎ
Ｏ

ｍ

∽

‐
ｏ

∞
寸

ｍ

∽

‐
ｍ

∞
∞

∞

∽

‐
ｍ

ｍ
ｍ

ｍ

∽

‐
ｍ

劇
ｍ

ｍ

∽

‐
ｍ

一
ｍ

ｍ

∽

ｉ
ｍ

〕
〇
〇
崎
ｍ

ｍ

∽

〕
〇
〇
崎
∞

∞

∽

一
〇
〇
崎
ｍ

ｍ

∽

〕
〇
〇
Ｎ

一
∞

∽

一
〇
〇
∞

ｒ
ｍ

∽

一
〇
〇

一
け
ｍ

∽

Ｗ
Ｏ
Ｏ
ｎ

ｒ
ｍ

∽

い
〇
〇
崎

ｒ
ｍ

∽

〕
〇
〇
崎

一
∞

∽

Ｎ
Ｏ
Ｏ
∽

ｒ
ｍ

∽

一
〇
〇
崎

ｒ
ｍ

∽

卜
Φ

一
〇

一
ｍ

∽

）
Φ

一
〇

ｒ
ｍ

∽

ｒ
卜

一
〇

一
ｍ

∽

Ｗ
Ｏ

ｒ
Ｏ

ｒ
ｍ

∽

押
施
興

擦ヨ◇
工π

督
ぐ
“π

督
期
“下

督
期
コπ

督
ぐ
“下

彗
ぐ
コ下

督
ぐ
“下

督
期
卸下

督
期
コπ

督
０
コπ

督
期
コ下

督
期
ギ

督
ぐ
コ下

督
ぐ
コ下

督
ぐ
“下

彗
ぐ
コ下

彗
ぐ
“下

督
ぐ
コ下

≡
ゼ
十

三
ゼ
十

三
ぎ
中

〓
ぎ
十

三
ぎ
十

三
ぎ
十

三
ぎ
十

三
ぎ
十

三
ギ
十

三
ぎ
十

三
ぎ
十

三
ゼ
十

三
ぎ
十

三
ぎ
十

三
ぎ
十

口r
申
―N∞ 寸崎Φ卜∞09=2聟

=コ =≧ "2罵
馬ミ N tt К罵ヽ闘田日高N田

（ゼ
士
無
奉
）
憔
訳
―
郷
緊
墨
墨
製
翼
樹
緊
　
憔

∞
態

-39-



梁間 (m) (奈良～平安時代)

桁行 (m)

(鎌倉時代)

゛
・・

●
´

０

　

●●二
筆

∴̈

．∴
ンい．　
，

■
μ
ｒ
。‘

梁間 (m)

・ 側柱建物

▲ 総柱建物

．
　

´

．

・
　
．
・

´
　
　
▲

桁行 (m)

第3図

群の建物規模が明確なものは、遺跡南側がB群建物 6棟・ C群建物 6棟からなり、遺跡南

端部が B群建物 2棟以上からなる。これらはその主軸方向が一定でなく企画性に欠けるこ

とから、一般集落でないかと考える。また建物群を区画する溝は存在せず、建物の主軸方

向がさまざまであることから、当時この地域には条里が施行されていたとは考えにくい。

北金岐遺跡では、東西方向の溝が 3条おおむね平行関係にあり、その間隔はおよそ60mと

47mを測る。これらの溝間あるいは溝を挟む形で建物が 2か所に集中する。 B群建物 3

棟 ,C群建物 3棟・井戸 1基からなる群とB群建物 1棟・ C群建物 2棟・ L字状の柵列 2

条・コ字状の溝からなる群である。A群建物がないことから一般集落とし、出土遺物から

奈良時代中頃と報告されている。また溝については、集落内を区画する溝で、条里地割り

と考えられる。太田遺跡では、A群建物を 3棟平行に配置し、その隣接地にB群建物 7棟

とC群建物 3棟が設けられていた。建物群としてはまとまりを持たないが、おおむね東に

振る傾向がある。条里にともなう溝や区画溝は存在しない。篠遺跡では、奈良時代後半を

I期、奈良時代末～平安時代初頭をⅡ期、平安時代前期をⅢ期、平安時代後期をⅣ期とし

て、遺構を時期別に分けている。建物規模の明確なもので、 I期に該当する建物は、A群

建物 1棟 OC群建物 1棟からなり、建物は点在する形にある。Ⅱ期は、A群建物 3棟・B

群建物 3棟からなる。A群建物に有庇建物も含まれる。建物群は、平行あるいは直行関係
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にあり、企画性が見られる様になる。Ⅲ期は、A群建物 1棟・ B群建物 2棟・C群建物 4

棟からなる。A群建物は有庇建物で、 C群建物は側柱建物である。建物群は、平行あるい

は直行関係に配されていた。Ⅳ期は、 L字に屈曲する溝のコーナー部にA群建物 3棟とC

群建物 3棟が存在する。篠遺跡では、建物構成の基本形は見て取れないが、奈良時代末～

平安時代前期には集落としてのまとまりを持つようになり、その主軸方向も一定方向を向

く。平安時代後期には、溝を設けその一画に集落が集まる。これは、条里区画の施行に伴

うものと考える。杉南遺跡では、 8世紀後半をI期、 9世紀代をⅡ・Ⅲ期、10世紀前半～

中頃をⅣ期として、遺構を時期別に分けている。 I期の建物はB群建物 1棟・C群建物 1

棟である。他に6間以上の建物ないし回廊が存在するが、全容は不明である。Ⅱ期の建物

は、B群建物 7棟とC群建物 1棟からなる。C群建物は 3棟が総柱建物である。Ⅲ期に該

当する建物は、A群建物 1棟とB群 4棟である。C群建物はⅡ期には多く存在したが、こ

の時期にはない。一方B群建物は、いずれもC群建物に近い規模のものであることから、

側柱建物であるが倉庫であった可能性も考えられる。Ⅳ期の建物 2棟は調査地外に延びる

ため全容は不明であるが、総柱建物であることから倉と考えられる。この遺跡の建物につ

いては、北金岐遺跡のように基本単位となる建物群はないが、C群建物の占める割合が大

きく、B群建物に総柱のものも存在することから、倉庫群とその管理棟であったと考えら

れる。馬路遺跡では、 8棟の建物を検出した。総柱建物 4棟と側柱建物 4棟である。総柱

建物 4棟と側柱建物 2棟はC群建物に、側柱建物 2棟はA群建物に該当することから、前

者は倉庫群に後者は管理棟であったと思われる。管理棟 1棟については倉庫と重複するた

め、管理棟は 1棟づつ時期を違えて存在したと思われる。 8世紀後半～10世紀前半にかけ

ての建物群である。河原尻遺跡では、掘立柱建物跡群は、大きく奈良時代後半と平安時代

に分けられる。奈良時代後半には、平行関係にあるA群建物 1棟とB群建物 1棟の西側に

C群建物 7棟が集中する。その数は総柱建物が 3棟、側柱建物 4棟からなる。平安時代に

なると平行あるいは直行関係にある建物が 4棟存在する。A群建物 3棟、B群建物 1棟か

らなり、A群建物の内 1棟は総柱建物である。平安時代の倉庫については、奈良時代後半

の倉を継続使用していたか不明であるが、仮にそのように考えると平安時代には屋と倉の

範囲が明確に分かれていたと思われる。このように奈良時代後半から倉の占める割合が高

く、屋も整然と配されていることから、この遺跡は倉庫群と管理棟からなると思われる。

「蔵」と記した墨書土器が出土したことは注目される。

4.鎌倉時代の掘立柱建物跡について

掘立柱建物跡の規模をもとに、桁行と梁間でもって第 3図に示した。これらから掘立柱
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建物跡を 2群に分け、遺跡ごとにその様相を見てみる。奈良～平安時代の掘立柱建物跡に

比べて建物の平面形は方形に近づき、群としては二つしか認められない。総柱建物につい

てもさまざまな建物規模が認められ、倉だけでなく中心施設にも使用された。

A群 床面積70ぶ以上のもので、桁行 4～ 6間以上×梁間 3～ 4間以上からなる。該当

する建物の数は16%を 占める。桁行 4～ 5間の方形に近い建物と6間の長方形の建物に分

けられる。大半は総柱建物で、遺跡の中心的な施設に相当すると考える。

B群 床面積10～ 70ぶのもので、桁行 2～ 5間 ×梁間 2～ 3間からなる。総柱と側柱建

物の比率は 1:7で、さまざまな床面積の総柱建物がある。

千代川遺跡では、建物群が 4か所に集中する。そのうちの北半部の 2か所には、大型の

建物や総柱建物が存在する。南半部では比較的小規模な建物群が 2か所に存在する。北半

部の様相は、A群建物 1～ 2棟とB群建物 1～ 2棟で構成される。建物の主軸方向はおお

むね一定方向を向く。南半部では、 B群建物 4～ 5棟が重複する形で検出できた。その状

況から時期ごとに 2～ 3棟が存在し、建物規模から一般集落と考える。調査地外に延びる

ことから集落の全容については不明である。区画する溝などの検出には至っていないが、

建物群間の距離が120m前後ある。北金岐遺跡では、調査地西側に建物群が集中する。流

路を挟んだ付近に大型の建物が集中し、流路に沿ってB群建物の中でも小型のものが点在

する。A群建物 3棟・B群建物15棟からなる。A群建物はすべて総柱建物で平行関係にあ

り、中心的な施設と考えられる。天川遺跡ではB群建物 4棟が検散見できた。太田遺跡で

は、大きく2か所調査が行われ、 2～ 3の集落が認められた。A群建物 1～ 2棟、B群建

物 5～ 6棟で構成される。 L字状に屈曲する溝や柵列で区画された一画に建物が集中し、

中心施設と思われる建物については周囲を溝が囲む。この建物については、建物中央の間

口が他の間口に比べて若干広いことや、周囲に溝を設けていることから倉庫 2棟の可能性

もある。

5.ま とめ

南丹波地域における奈良時代から鎌倉時代にかけての主要な官衛遺跡・集落遺跡につい

て概観した。国府や郡衛など官衛の位置ならびにその範囲については、今までの成果では

特定しかねる。ここでは官衛に関連する集落遺跡について一考し、まとめとする。

集落遺跡の主要遺構である掘立柱建物跡の規模では、その建物が屋か倉として使用され

たかについては不明である。しかし、一般的には長方形の平面をもつ側柱建物を「屋」と

し、正方形の平面をもつ総柱建物を「倉」とする。広瀬和雄氏は、屋と倉が共存する場合

と倉を欠く場合に分けられている。共存する場合でも屋と倉の比率はおおむね3:1であ
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るとする。南丹波地域の主要遺跡を屋と倉の比率を見ると、千代川遺跡南側の集落では

14:1、 太田遺跡では17:2と 、屋の占める比率が高い。これに対し北金岐遺跡では7:

2、 馬路遺跡では4:4、 河原尻遺跡では12:3と 、屋と倉の比率が4:1以上の割合で

倉の占める割合が高くなり、他の遺跡に比べて倉の数が相対的に多いと言える。側柱建物

の中でも床面積の小さなものについても倉の可能性があるとするなら、北金岐遺跡では 4

棟、馬路遺跡では8棟全て、河原尻遺跡では7棟となり、倉の占める割合が半数ならびに

それ以上を占めるようになる。このように倉の占める割合から、前者が一般集落として、

後者は一般集落でありながら官的機能も有した集落と考えてみた。山中敏史氏は、官衛関

連遺跡を3類に大別される。 I類は、集落・居宅とは別に分離して設けられた官衛施設と

する。Ⅱ類は、民間施設に併設された官衛施設とし、Ⅲ類は、官衛機能の一翼も担った民

間施設とする。 I類には正倉別院、国衛 0郡衛出先施設などで、Ⅱ類には小院や借倉など

があるとする。 I・ Ⅱ類を末端官衛、Ⅲ類を官衛補完施設と称されている。上記の倉の数

が比較的に多い遺跡は、この末端官衛に該当すると考えられないだろうか。

延暦14(795)年間 7月 15日太政官符に、

諸國建二郡倉一。 (略)加以倉舎此近。甍宇相接。一倉失レ火。百倉共焼。ココニ言念二

其弊一。有レ損二公私一。宜須下毎レ郷更置二一院一。以済三百姓一兼絶中火祥上。 (略 )

とあり、百姓の納税の便を図るため、また火災による焼失の危険分散のため、郷ごとに新

たに倉院を設置する策がとられ、同年 9月 17日 には一郷一院制をゆるめ、相接する郷に一

院を置くことに修正された。10世紀に成立した『和名類衆抄』によると、桑田群には小

川・桑田・漢部・宗我部・川人・荒部 0池辺・弓削・山国・有頭・横作・佐伯の12郷が存

在した。平安時代にはこれら郷ごとに倉庫群が点在していたと考えられる。小川郷は現在

の馬路町から千代川町に、桑田郷は「桑田郡寺」の存在を窺わせる地名と桑寺廃寺の存在

から千代川町に、池辺郷は馬路町池尻付近に、佐伯郷は森田野町に、川人郷は保津町に、

荒部郷は千歳町から馬路町にかけて比定されている。

特に馬路遺跡では、一般集落よりも倉の比率が高く、 9世紀代～10世紀前半頃まで続く。

当地が小川郷に比定されていることを考慮すると、小川郷の郷倉であったと推定したい。

また河原尻遺跡については、 8世紀後半から倉を含む掘立柱建物跡群が設置される。これ

は、遺跡北側隣接地に丹波国分寺・国分尼寺が存在し、天平13(741)年 諸国に国分寺・国

分尼寺の建立を命じた際に河原尻遺跡付近が官的機能を兼ね備えた地となった。このよう

な状況から他の地域よりも先進的に開発され、中心施設が設けられたと考えられないか。

これら建物群と国分寺・尼寺を含めた地が、荒部郷の中心と考えたい。
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鎌倉時代になると、建物群がごく限られた範囲に集中するようになる。太田遺跡で見ら

れるように、建物を溝や柵列で囲み、L字状に屈曲する溝でもって居住域を囲むなどの空

間を設けていた。また、遺跡ごとに見ると、大型の総柱建物 (梁間 2間 ×桁行が 6間前後)

1～ 2棟を中心に、小型建物を数棟付属施設として構成される傾向がある。この時期の集

落遺跡の事例が限られているため、今後の調査成果に因るところが大きい。

最近までの主要遺跡の成果から、官衛関連遺跡の様相について考えてみた。古代から中

世にかけての、特に古代の集落遺跡を比較し、総柱と側柱建物の比率などから、馬路遺跡

は小川郷郷倉として、河原尻遺跡については国分寺建立の、あるいは荒部郷の中心地とし

ての末端官衛であったのではないかと考えた。今後さまざまな方面から検討を要すると考

える。

(おかざき。けんいち=当センター調査第 2課専門調査員)
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